
迎古夢旅 4559：7月の東北・竜飛岬② 235 
 

早朝の漁船の⼀団、移動中なのか、何かを捕獲しているのか、出会いの光景。 

想像しながら、推移を楽しんだ。再訪できた幸せ。 

 

 

   
 

 

 

 

 



何でもない草⽊や花が、輝いて⾒えた。 

今⼀度。⽬と⽿で「津軽海峡冬景⾊」を聴いた。素晴らしい作詞とメロディ、 

思い切って、再訪してよかった。いい思い出が、また積み重なった。 

舞台を思い出しながら、迎古夢旅を書いている。 

その後、今ひとつ、天候が安定しない状況が続いた。次の⽬的地・太宰治記念館へ。 

 

 

   
 

   
 

 

   


